
 

 

ふるさと創造学の実施イメージについて 

平成 26 年 5 月 1 日 

 

 第 6 回ワーキンググループ①（4 月 25 日）において下記の議論があがった。 

 

（１）「理念」を軸とすることが必要 

 

双葉郡を将来的にどうしたいのかという姿から導き出した人材像を中心とする。

（復興を支える人材の育成等） 

 

（２）学校段階を横断した、一貫した系統的なカリキュラムとすることが必要 

 

宮崎県五ヶ瀬町では「五ヶ瀬で生まれ、育ち、生き、創造する人づくり」を教

育目標としている。この目標の達成のために「五ヶ瀬教育ビジョン」教科部会

においては、小学３年生～中学３年生までの７年間（３年生～９年生）の総合

的な学習の時間において、下記のような系統立てた指導を行い、児童生徒の探

求する力を身に付けさせている。 

 

（各期でのねらいと内容） 

 

入門期（基礎定着期）： ３年生、４年生 

習得の段階にあたる。教師主導で指導し、課題のつかみ方、調べ方、発表の仕

方、深め方等を学ばせる。課題は「五ヶ瀬の特産品」を扱う。 

探求活動の方法を身に付けるために、探求のサイクルは短く複数回としている。

（年間３サイクル） 

 

基礎期（基礎活用期）： ５年生、６年生、７年生 

活用の段階にあたる。ある程度児童生徒に活動を任せ、深める段階を中心に教

師が取り上げ、そこから生まれる疑問や課題を次につなげさせる。課題は「五

ヶ瀬の自然・環境・歴史」を扱う。 

探求活動を深めるために、探求のサイクルは長くしている。（1年～２年） 

 

発展期（探 求 期）： ８年生、９年生 

探求の段階にあたる。自分のもつ課題をとことん追求させ、卒業論文としてま

とめさせる。課題は「テーマ学習」となる。 

充実した探求活動を行うために、探求のサイクルは長くしている。（1年半） 

 

※ 参考資料「五ヶ瀬教育ビジョン平成２１年度まとめ」教科部会報告抜粋 
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